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評価規準例 数学Ⅰ Select（東書 数Ⅰ 002-903） 
 

１ 学習の到達目標 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 (1) 数と式，図形と計量，2 次関数及びデ

ータの分析についての基本的な概念や原

理・法則を体系的に理解するとともに，

事象を数学化したり，数学的に解釈した

り，数学的に表現・処理したりする技能

を身に付けるようにする。 

(2) 命題の条件や結論に着目し，数や式を

多面的に見たり目的に応じて適切に変形

したりする力，図形の構成要素間の関係

に着目し，図形の性質や計量について論

理的に考察し表現する力，関数関係に着

目し，事象を的確に表現してその特徴を

表，式，グラフを相互に関連付けて考察

する力，社会の事象などから設定した問

題について，データの散らばりや変量間

の関係などに着目し，適切な手法を選択

して分析を行い，問題を解決したり，解

決の過程や結果を批判的に考察し判断し

たりする力を養う。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用しよう

とする態度，粘り強く考え数学的論拠に

基づいて判断しようとする態度，問題解

決の過程を振り返って考察を深めたり，

評価・改善したりしようとする態度や創

造性の基礎を養う。 

 

２ 評価の観点の趣旨 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 ・数と式，図形と計量，2次関数及びデータ

の分析についての基本的な概念や原理・

法則を体系的に理解している。 

・事象を数学化したり，数学的に解釈した

り，数学的に表現・処理したりする技能

を身に付けている。 

・命題の条件や結論に着目し，数や式を多

面的に見たり目的に応じて適切に変形し

たりする力を身に付けている。 

・図形の構成要素間の関係に着目し，図形

の性質や計量について論理的に考察し表

現する力を身に付けている。 

・関数関係に着目し，事象を的確に表現し

てその特徴を表，式，グラフを相互に関

連付けて考察する力を身に付けている。 

・社会の事象などから設定した問題につい

て，データの散らばりや変量間の関係な

どに着目し，適切な手法を選択して分析

を行い，問題を解決したり，解決の過程

や結果を批判的に考察し判断したりする

力を身に付けている。 

・数学のよさを認識し数学を活用しようと

したり，粘り強く考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとしたりしている。 

・問題解決の過程を振り返って考察を深め

たり，評価・改善したりしようとしてい

る。 
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３ 各章の観点別評価規準例 ※評価規準欄の「※」印は教科書該当箇所。 

１章 数と式 

学習内容 
時 

間 
学習のねらい 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１節 式の計算      

１ 単項式と多項式 1 式に関する用語の意味を理解

する。また，特定の文字に着

目することや，同類項，次

数，定数項によって多項式を

整理することなど，式につい

ていろいろな見方ができる。 

・単項式，多項式，項，次

数，係数，定数項，同類

項，多項式の次数，� 次式な

ど，式についての用語の意

味を理解し，多項式を特定

の文字に着目して整理する

ことができる。 
※例 1～5，問 1～5 

  

２ 多項式の加法・減法・乗

法 

3 多項式の加法・減法，指数法

則，多項式の乗法について基

本的な計算ができる。また，

式の一部を別の文字に置き換

えるなどして，見通しをもっ

て展開することができる。 

・指数法則や乗法公式といっ

た計算規則についての理解

を深め，適切に式を変形す

ることができる。 
※例 6～13，例題 1，問 6～14 

・文字を置き換えるなどし

て，ある乗法公式から別の

乗法公式を導くことができ

る。 
※Think 

・複雑な乗法の式を，工夫

し，見通しをもって能率よ

く展開することができる。 
※例 14，15，例題 2，問 15，16 

・文字を置き換えるなどし

て，ある乗法公式から別の

乗法公式を導こうとしてい

る。 
※Think 

・複雑な乗法の式を，工夫

し，見通しをもって能率よ

く展開しようとしている。 
※例 14，15，例題 2，問 15，16 

３ 因数分解 3 乗法公式を逆に用いた因数分

解の公式を理解するととも

に，式の一部を1つの文字に置

き換えて考えたり，特定の文

字に着目したりするなど，見

通しをもって因数分解するこ

とができる。 

・乗法公式と関連付けながら

因数分解の公式を理解し，

たすき掛けを含む因数分解

をすることができる。 
※例 16～20，例題 3，問 17～22 

・複雑な式を，工夫し，見通

しをもって因数分解するこ

とができる。 
※例 21，例題 4～6，問 23～26 

・乗法公式と因数分解を関連

付けながら理解しようとし

ている。 
※p.20～21 本文 

・複雑な式を，工夫し，見通

しをもって因数分解しよう

としている。 
※例 21，例題 4～6，問 23～26 

２節 実数      

１ 実数 2 自然数，整数，有理数，無理

数，実数の意味や，分数が有

限小数や循環小数で表される

仕組みについて理解する。ま

た，絶対値の定義をもとに，

・自然数，整数，有理数，無

理数，実数の意味や，分数

が有限小数や循環小数で表

される仕組みについて理解

している。 

・有理数を小数で表すと，有

限小数または循環小数とな

る理由について説明するこ

とができる。 
※p.27～28 本文 

・有理数を小数で表すと，有

限小数または循環小数とな

る理由について考えようと

している。 
※p.27～28 本文 
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学習内容 
時 

間 
学習のねらい 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

絶対値記号を含む式の計算が

できる。 

※例 1～3，問 1～3 

・実数が数直線上の点と 1 対 1

に対応していることと，そ

れに基づいた実数の絶対値

の定義について理解してい

る。 
※例 4～6，問 4～6 

２ 根号を含む式の計算 2.5 根号を含む式の計算ができ

る。また，分母の有理化につ

いて理解し，基本的な計算が

できる。 

・根号を含む式の計算ができ

る。また，分母の有理化に

ついて理解し，基本的な計

算ができる。 
※例 7～12，問 7～12 

・分母の有理化及び乗法公式

を適切に用いて，複雑な式

の値を求める問題を解決す

ることができる。 
※例題 1，問 13，Think 

・分母の有理化及び乗法公式

を適切に用いて，複雑な式

の値を求める問題を解決し

ようとしている。 
※例題 1，問 13，Think 

３節 １次不等式      

１ 不等式とその性質 1 不等式の意味とその基本性質

を理解する。 

・不等式の意味やその基本性

質について理解している。 
※例 1～4，問 1～3 

 ・2 数の大小関係の変化を数直

線上で観察することによっ

て，不等式の性質を理解し

ようとしている。 
※p38～39 本文，例 2～4，問 2，3 

２ １次不等式の解法 2 不等式の性質をもとに，不等

式の解と不等式を解くことの

意味を理解し，1 次不等式を解

くことができる。 

・不等式の解と不等式を解く

ことの意味について理解

し，1 次不等式を解くことが

できる。 
※例 6，7，例題 1，2，問 5～8 

・不等式の性質をもとに1次不

等式を解く方法を考察する

ことができる。 
※p.40 本文、例 5，問 4 

 

３ 不等式の応用 2 具体的な問題の解決に1次不等

式を活用することができる。

また，連立1次不等式を解くこ

とができる。  

・連立1次不等式を解くことが

できる。 
※例題 4，5，問 10，11 

・日常の事象や社会の事象を

数学的に捉えて，実数の大

小関係に関する条件を不等

式で表すことによって，身

近な問題を解決することが

できる。 
※例題 3，問 9，Think 

・1 次不等式について学んだこ

とを，日常の事象の問題解

決に生かそうとしている。 
※例題 3，問 9，Think 
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２章 集合と論証 

学習内容 
時 

間 
学習のねらい 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１節 集合      

１ 集合 3.5 集合の包含関係，部分集合，

共通部分と和集合，空集合，

全体集合，補集合，ド・モル

ガンの法則などについて理解

する。また，集合に関する記

号の意味を理解し，適切に用

いることができる。 

・集合に関する基本的な概念

を理解し，集合と要素の関

係や集合どうしの関係につ

いて記号や図を用いて適切

に表現することができる。 
※例 1～5，問 1～6 

・集合について学んだことを

もとにド・モルガンの法則

について考察することがで

きる。 
※p.56 本文，問 7 

 

２節 命題と論証      

１ 命題と条件 3 命題や条件に関する基本的な

概念を理解する。また，命題

の真偽や条件どうしの関係

を，条件が満たすもの全体の

集合の包含関係と関連付けて

考えることができる。 

・命題や条件に関する基本的

な概念を理解している。 
※例 1，2，問 1～3 

・命題の真偽や条件どうしの

関係を，条件が満たすもの

全体の集合の包含関係と関

連付けて考えることができ

る。 
※例 3～9，問 4～11 

・命題の真偽や条件どうしの

関係を，条件が満たすもの

全体の集合の包含関係と関

連付けて考えようとしてい

る。 
※例 3～9，問 4～11 

２ 論証 2 命題の逆・裏・対偶を理解

し，対偶を利用した証明法や

背理法を用いて簡単な証明を

することができる。 

・命題の逆・裏・対偶と，そ

れらともとの命題の真偽の

関係を理解している。 
※例 10，11，問 12 

・対偶を利用した証明法や背

理法を用いて簡単な証明を

することができる。 
※例題 1，2，問 13，14 

 

３章 ２次関数 

学習内容 
時 

間 
学習のねらい 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１節 関数とグラフ      

１ 関数 1 関数の基本的な用語について

理 解 し ， 関 数 を 表 す 記 号 

y＝f(x)を使うことができる。

また，定義域と値域について

理解し，定義域がある範囲に

制限されている1次関数の最大

値・最小値を求めることがで

きる。 

・関数の基本的な用語につい

て理解し，関数を表す記号 

y＝f(x) を使う ことがで き

る。 
※例 1，問 1，2 

・定義域と値域について理解

し，定義域がある範囲に制

限されている1次関数の最大

値・最小値を求めることが
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学習内容 
時 

間 
学習のねらい 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

できる。 
※例 2，問 3，4 

２ ２次関数とそのグラフ 5 2 次関数とそのグラフの特徴を

理解し，2 次関数 

y＝ax2＋bx＋c を y＝a(x－p)2＋

q の形に変形して軸と頂点を求

め，そのグラフをかくことが

できる。 

・2 次関数のグラフについて，

軸や頂点などの特徴を理解

し，実際にグラフをかくこ

とができる。 
※例 4～10，例題 1，問 5～13 

・2 次関数� = ��� + 	� + 
の

係数とそのグラフの位置や

形状との関係について考察

することができる。 
※p.87 本文 

・2 つの放物線の位置関係につ

いて頂点に着目して考察す

ることができる。 
※例題 2，問 14 

・2 次関数� = ��� + 	� + 
の

係数とそのグラフの位置や

形状との関係について考察

しようとしている。 
※p.87 本文 

３ ２次関数の最大・最小 3 2 次関数の最大・最小について

理解を深め，グラフを用い

て，定義域に応じて最大値や

最小値を求めることができ

る。また，具体的な問題の解

決に活用することができる。 

・定義域に応じて，2 次関数の

最大値・最小値を，グラフ

を用いて求めることができ

る。 
※例 11，例題 3～5，問 15～17 

・2 次関数を用いて具体的な問

題を解決することができ

る。 
※例題 6，問 18，Think 

・2 次関数について学んだこと

を，日常の事象の問題解決

に生かそうとしている。 
※例題 6，問 18，Think 

４ ２次関数の決定 2 2 次関数のグラフについて，与

えられた条件からその2次関数

を求めることができる。 

・2 次関数のグラフについて，

与えられた条件からその2次

関数を求めることができ

る。 
※例題 7～9，問 19～21 

  

２節 ２次方程式・２次不等

式 

     

１ ２次方程式の解法 2 因数分解による解法や解の公

式を用いて2次方程式を解くこ

とができる。 

・因数分解や解の公式を用い

て2次方程式を解くことがで

きる。 
※例 1，例題 1，問 1～3 

  

２ ２次方程式の実数解の個

数 

1 2 次方程式の実数解の個数と判

別式 D＝b2－4ac の符号との関

係を理解し，判別式を用い

て，2 次方程式の解の個数を調

べることができる。 

・2 次方程式の実数解の個数と

判別式 D＝b2－4ac の符号と

の関係を理解し，判別式を

用いて，2 次方程式の解の個

数を調べることができる。 
※例 2，例題 2，問 4，5 

  

３ ２次関数のグラフと x 軸 2 2 次関数のグラフと x 軸の共有 ・2 次関数のグラフと x 軸の共 ・式に文字を含む2次関数のグ ・式に文字を含む2次関数のグ
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学習内容 
時 

間 
学習のねらい 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

の共有点 点と判別式 D の符号との関係

を理解する。さらに，2 次方程

式の判別式 D を用いて 2 次関

数のグラフと x軸の共有点の個

数や位置関係について考察す

ることができる。 

有点の個数との関係を，判

別式を用いて調べることが

できる。 
※例 3～6，問 6，7 

ラフと x軸の共有点の個数に

ついて，判別式の値に着目

して考察することができ

る。 
※例題 3，問 8 

ラフと x軸の共有点の個数に

ついて，判別式の値に着目

して考察しようとしてい

る。 
※例題 3，問 8 

４ ２次不等式 3 2 次関数のグラフと x 軸の共有

点の位置関係から2次不等式の

解の意味を理解し，その解を

求めることができる。 

・2 次関数のグラフを用いて 2

次不等式の解を求めること

ができる。 
※例題 4～7，問 10～12，15 

・関数のグラフを用いて不等

式を解く方法について考察

することができる。 
※p.111～116 本文、例 7～10，問

9，13，14 

・関数のグラフを用いて不等

式を解く方法について考察

しようとしている。 
※p.111～116 本文、例 7～10，問

9，13，14 

５ ２次不等式の応用 2 2 次不等式を含む連立不等式を

解くことができる。また，問

題の解決に2次不等式を活用す

ることができる。 

・2 次不等式を含む連立不等式

の解を求めることができ

る。 
※例 11，12，問 16 

・問題の解決に2次不等式を活

用することができる。 
※例題 8，問 17 

・問題の解決に2次不等式を活

用しようとしている。 
※例題 8，問 17 

４章 図形と計量 

学習内容 
時 

間 
学習のねらい 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１節 鋭角の三角比      

１ 直角三角形と三角比 3 正接，正弦，余弦の意味を理

解して，三角比の表を利用し

たり，30°，45°，60°の三角比

を用いて直角三角形の辺の長

さを求めたりすることができ

る。さらに，三角比を具体的

な問題の解決に活用すること

ができる。 

・正接，正弦，余弦の意味を

理解し，それらを用いて三

角形の辺の長さを求めるこ

とができる。 
※例 1～4，問 1～5 

・三角比の定義式を変形し

て，1 辺と角から直角三角形

の他の辺の長さを求めるこ

とができる。 
※例 5，6，問 6，7 

・三角比を用いて日常の事象

に関する問題を解決するこ

とができる。 
※例題 1，問 8，9 

・三角比を用いて日常の事象

に関する問題を解決しよう

としている。 
※例題 1，問 8，9 

２ 三角比の相互関係 2 三角比の相互関係や90° − �の

三角比について理解し，それ

らを活用することができる。 

・三角比の相互関係を用い

て，1 つの三角比の値から他

の2つの三角比の値を求める

ことができる。 
※例題 2，3，問 10，11 

 ・三角比の相互関係に関心を

もち，具体的な角度でそれ

が成り立つことを確かめよ

うとしている。 
※Think 
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学習内容 
時 

間 
学習のねらい 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・90° − �の三角比について理

解し，1 つの三角比を別の角

の三角比で表すことができ

る。 
※例 7，問 12 

２節 三角比の拡張      

１ 三角比と座標 2 鈍角や 0°，90°，180°まで拡張

した三角比の定義や，鋭角の

三角比の値を用いて鈍角の三

角比の値を求める方法を理解

し，0°≦θ≦180°のときの三

角比の値から角θの大きさを

求めることができる。 

・鈍角や0°，90°，180°まで拡

張した三角比の定義を理解

し，鋭角の三角比の値を用

いて鈍角の三角比の値を求

めることができる。 
※例 1，問 1 

・三角比の値からその角の大

きさを求めることができ

る。 
※例題 1，2，問 2，3 

  

２ 拡張した三角比の相互関

係 

2 鈍角まで拡張した場合の三角

比の相互関係や180° − �の三角

比について理解し，それらを

活用することができる。 

・鈍角まで拡張した場合の三

角比の相互関係について理

解し，それらを用いて1つの

三角比の値から他の2つの三

角比の値を求めることがで

きる。 
※例題 3，4，問 4，5 

・180° − �の三角比について理

解し，鈍角の三角比を鋭角

の三角比で表すことができ

る。 
※例 2，問 6 

  

３節 三角形への応用      

１ 正弦定理 2 正弦定理を理解し，正弦定理

を用いて三角形の外接円の半

径や辺の長さを求めることが

できる。 

・正弦定理を用いて三角形の

外接円の半径や辺の長さを

求めることができる。 
※例題 1，問 1 

・円周角の定理を用いて，三

角形の辺の長さや角の大き

さと外接円の半径の間にあ

る関係（正弦定理）につい

て考察することができる。 
※p.148～149 本文 

・三角形の辺の長さや角の大

きさと外接円の半径の間に

ある関係（正弦定理）につ

いて考察しようとしてい

る。 
※p.148～149 本文 



8 

学習内容 
時 

間 
学習のねらい 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

２ 余弦定理 2 余弦定理を理解し，余弦定理

を用いて三角形の辺の長さや

角の大きさを求めることがで

きる。 

・余弦定理を用いて三角形の

辺の長さや角の大きさを求

めることができる。 
※例題 2～4，問 2～4 

・三平方の定理を用いて，三

角形の 1 つの角の大きさと 3

辺の長さの間にある関係

（余弦定理）について考察

することができる。 
※p.150 本文，Think 

・三角形の1つの角の大きさと

3 辺の長さの間にある関係

（余弦定理）について考察

しようとしている。 
※p.150 本文，Think 

３ 三角形の面積 1 三角比を用いた三角形の面積

の公式について理解し，与え

られた辺の長さと角の大きさ

から，三角形の面積を求める

ことができる。 

・三角形の2辺とその間の角か

らその面積を求めることが

できる。 
※例 1，問 5 

・三角形の3辺の長さからその

面積を求める方法を考察す

ることができる。 
※例題 5，問 6 

 

４ 空間図形の計量 2 三角比を空間図形の計量に活

用することができる。 

 ・身近なものを数学的に捉

え，三角比を活用して目的

の量を調べることができ

る。  
※例題 6，問 7 

・身近なものを数学的に捉

え，三角比を活用して目的

の量を調べようとしてい

る。 
※例題 6，問 7 

５章 データの分析 

学習内容 
時 

間 
学習のねらい 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１節 データの整理と分析      

１ データの整理と代表値 2 データを整理して図や表に表

すことや，データの代表値を

求めることができる。 

・データを整理して図や表に

表すことや，データの代表

値を求めることができる。 
※例 1～3，問 1～5 

  

２ 四分位数と箱ひげ図 2 四分位数や箱ひげ図について

理解する。また，外れ値の意

味と外れ値が代表値に与える

影響について理解する。 

・四分位数や箱ひげ図につい

て理解し，箱ひげ図を用い

てデータの分布を表すこと

ができる。 
※例 4，5，問 6，7 

・外れ値について理解し，デ

ータの値が外れ値であるか

どうかを判断して箱ひげ図

に表すことができる。 
※問 9 

・箱ひげ図やヒストグラムを

データの比較に利用するこ

とができる。 
※問 8 

・外れ値が代表値に与える影

響について調べ，説明する

ことができる。 
※Think 

・箱ひげ図やヒストグラムを

データの比較に利用しよう

としている。 
※p.168～169 本文，問 8 



9 

学習内容 
時 

間 
学習のねらい 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

３ 分散と標準偏差 1 偏差，分散，標準偏差につい

て理解する。また，データか

らそれらを求めることができ

る。 

・偏差，分散，標準偏差の定

義とその意味や特徴を理解

し，データをもとにそれら

を求めることができる。 
※例 6，問 10 

・偏差の総和を用いてデータ

の散らばりの大きさを表す

方法の短所を見いだし，分

散の定義について考察した

り，標準偏差を用いること

の意義について説明したり

することができる。 
※p.171 本文 

・偏差の総和を用いてデータ

の散らばりの大きさを表す

方法の短所を見いだした

り，分散の定義について考

察したり，標準偏差を用い

る意義について説明したり

しようとしている。 
※171 本文 

２節 データの相関      

１ 相関関係 1 散布図及び相関関係について

理解する。 

・散布図及び相関関係の意味

を理解している。 
※問 1 

・2 つのデータの相関関係につ

いて，散布図を用いて考察

することができる。 
※p.176～177 本文 

・2 つのデータの相関関係につ

いて，散布図を用いて考察

しようとしている。 
※p.176～177 本文 

２ 相関係数 1.5 相関関係の強弱を1つの数値で

表す方法として，相関係数に

ついて理解する。 

・具体的なデータをもとにし

て相関係数の定義とその求

め方を理解している。 
※例題 1，問 2 

 ・相関関係の大きさを数値化

する方法を考えようとして

いる。 
※p.178～179 本文 

・相関関係があるからといっ

て因果関係があるとはいえ

ないことについて，具体的

な事例の考察から理解しよ

うとしている。 
※p.181 本文 

３節 仮説検定の考え方      

１ 仮説検定の考え方 1 具体的な事象において仮説検

定の考え方を理解するととも

に，不確実な事象の起こりや

すさに着目し，主張の妥当性

について，実験などを通して

判断することができる。 

 ・不確実な事象の起こりやす

さに着目し，主張の妥当性

について，実験などを通し

て判断したり，批判的に考

察したりすることができ

る。 
※p.184～185 本文，例 1，問 1 

・不確実な事象の起こりやす

さに着目し，首長の妥当性

について，実験などを通し

て判断したり，批判的に考

察したりしようとしてい

る。 
※p.184～185 本文，例 1，問 1 
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課題学習 

学習内容 
時 

間 
学習のねらい 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①不思議な循環小数 1 循環小数と分数の関係につい

て学んだことを，循環小数に

関する問題の解決に活用する

ことができる。 

 ・循環小数と分数の関係につ

いて学んだことを，循環小

数に関する問題の解決に活

用することができる。 
※p.194 本文，課題 1，2 

・循環小数と分数の関係につ

いて学んだことを，循環小

数に関する問題解決に活用

しようとしている。 
※p.194 本文，課題 1，2 

②打ち上げ花火と２次関数 1 2 次関数を，日常の事象に関す

る問題の解決に活用すること

ができる。 

 ・2 次関数を，日常の事象に関

する問題解決に活用するこ

とができる。 
※p.195 本文，課題 1，2 

・2 次関数を，日常の事象に関

する問題解決に活用しよう

としている。 
※p.195 本文，課題 1，2 

③１つの角が 60°で，辺の長

さがすべて整数になる三角

形 

1 余弦定理を，三角形の辺の長

さに関する問題の解決に活用

することができる。 

 ・余弦定理を，三角形の辺の

長さに関する問題の解決に

活用することができる。 
※p.196 本文，課題 1，2 

・余弦定理を，三角形の辺の

長さに関する問題の解決に

活用しようとしている。 
※p.196 本文，課題 1，2 

④偏差値 1 偏差値について理解し，偏差

値を日常の事象に関する問題

の解決に活用することができ

る。 

・偏差値について理解し，デ

ータの値についてその偏差

値を求めることができる。 
※課題 1，2 

・変量の変換を用いて異なる

データの特定の値を偏差値

として分かりやすく表現

し，比較することができ

る。 
※p.197 本文，課題 1，2 

・データの分析で学んだこと

を，日常の事象の問題解決

に活用しようとしている。 
※p.197 本文，課題 1，2 

＊〔１ 学習の到達目標〕は，文部科学省(2018)「高等学校学習指導要領(平成 30 年告示)」より作成しています。 

＊〔２ 評価の観点の趣旨〕は，国立教育政策研究所(2021)「「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 高等学校 数学」より作成しています。 


